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インターバンクの声 （2017 年 6 月 19 日） 
 

週末のニューヨーク市場では、5月の米住宅着工件数や 6月のミシガン大学消費者

信頼感指数が市場予想を下回ったことでドルが全面安となった。円相場も 111円 30

銭台から 110 円台半ば近くまで円買い・ドル売りが進んだ。 

一週間前の週末（9 日）も米長期金利の低下などからドルが売られ、その前週の週

末（2日）には、5月の米雇用統計で非農業部門雇用者数の伸びが予想を下回った

ことで、やはりドルが売られている。 

６月に入ってからの週末は、ドルにとってはどうも鬼門になっている。特に先週は水

曜日の米小売売上高や消費者物価指数が軒並み悪化した後、翌日にトランプ大統

領が「GDP はとても良い数字が近く発表される」と発言したことからドルが持ち直して

いただけに、これだけ弱い指標の発表が続くと、大統領の言葉が逆に不安になる。

大統領の発言は、29 日に発表される第 1 四半期 GDP 確報値のことを指しているの

だろうが、市場が今週発表される米中古住宅販売や新築住宅販売が弱かった場合

にドル売りを躊躇することになるのかどうかが注目だ。 
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